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地震時之受害
韌性配筋之詳圖



最初之高層RC建築



New RC之研究

2007兩次組團至日本參觀New RC設計施工之狀況



國內於2007年7月在台北、高雄各舉辦一場「新世代高強度
鋼筋混凝土構造工程技術研討會 邀請日本學者 專家介鋼筋混凝土構造工程技術研討會」，邀請日本學者、專家介
紹New RC相關內容







日本における

免震、制振装置を用いた超高層
鉄筋コンクリ ト造の現状鉄筋コンクリート造の現状

東京都立大学名誉教授
日本免震構造協会会長

西川孝夫





超高層鉄筋 ンクリ ト造の超高層鉄筋コンクリート造の
施工法及び実例施工法及び実例

和泉 信之和泉 信之
Nobuyuki Izumiy z





2008年4月產、學、研、官各界第三次組團至日本參觀New RC建築。



2009年9月23日邀請日本專家學者來台，舉辦「新世代高強度鋼筋混凝土

構造工程技術第二次研討會」 。











2011/9/19舉辦第三次研討會2011/9/19舉辦第三次研討會



2０11/8/16

東北地方太平洋沖地震の概要東北地方太平洋沖地震の概要
地震・超高層・津波地震 超高層 津波

首都大学東京 名誉教授
日本免震構造協会 会長日本免震構造協会 会長

西川孝夫西川孝夫



第3回高強度鉄筋 ンクリ ト造建築技術研討会第3回高強度鉄筋コンクリート造建築技術研討会
2011年9月19日 台北市、台湾

東日本大震災と東日本大震災とRCRC造建築物の被害造建築物の被害東日本大震災と東日本大震災とRCRC造建築物の被害造建築物の被害
-- RCRC造建築物の被害造建築物の被害 --

菅野俊介菅野俊介菅野俊介菅野俊介
広島大学 名誉教授

（独）建築研究所 国際地震工学センター 客員研究員

福福 洋洋福山福山 洋洋
（独）建築研究所 構造研究グループ 上席研究員

東日本大震災とRC造建築物の被害
－RC造建築物の被害－
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第３回超高層鉄筋コンクリート造建築技術検討会

日本における日本における

高強度RC部材の高強度RC部材の
耐震設計耐震設計

和泉 信之

千葉大学大学院教授

和泉 信之
IZUMI   Nobuyuki



高強度鉄筋コンクリート造建築技術研討会

最近の超高層ＲＣ造建築物の
施工事例施工事例

・・・サイトＰＣａ工法・・・

・・・ＲＣ造オフィスビル・・・

２０１１年9月２０１１年9月

鹿島建設株式会社 荻原行正



2010年與日本千葉大學和泉教授簽訂共同研究合約



2013年與日本千葉大學和泉教授簽訂3年期研究合約



邀請日本東京大學榮譽教授小谷 俊介至台大擔任客座教授一學期

教學內容：「鋼筋混凝土構造之非線形地震反應分析 」教學內容 鋼筋混凝土構造之非線形地震反應分析 」



小谷 俊介教授簡介

• 1966 東京大學建築學科畢業
• 1969 M.Sc. from University of Illinois
• 1973 Ph.D. from University of Illinois
• 1973 Assistant Professor at University of Illinois
• 1975 Assistant Professor at University of Toronto
• 1977 Associate Professor at University of Toronto1977 Associate Professor at University of Toronto
• 1979 東京大學建築學科副教授
• 1993 東京大學建築學科教授
• 2003 東京大學建築學科教授退休，任職千葉大學教授

曾任：Committee chair of 
HFW project
US-Japan coordinating research program on PRESSSUS Japan coordinating research program on PRESSS
New RC projects 

US Japan cooperative project on Adaptive Media
日本地震工學第6期會長(2005/6~2006/5)
日本建築學會災害委員會委員長( )日本建築學會災害委員會委員長(2005)

專長：Development of earthquake resistant design
Non-linear earthquake response analysisNon linear earthquake response analysis
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